
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

８．興味のある取り組み 

 興味のある取り組みについては、「お

祭りやまちづくり活動」が 773 人（全体

の約 47％）と最も多く、次いで、「赤間

宿の歴史的なまちなみを残すための協

議」「赤間宿の歴史勉強会」となってい

ます。（９．にて、その他の意見やアイ

デアを紹介します） 
 有効回答 1946（複数回答あり）
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特にない

赤間宿の歴史勉強会

赤間宿の歴史的なまちなみ

を残すための協議

お祭りやまちづくり活動

 
９．今後の取り組みに対するアイデア・ご意見 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第３号（平成２２年２月１日号） 

赤間宿を中心に散策するウォーキングマップづ

くりのワークショップを開催します！ 

赤間宿に興味のある方、まちづくりに参加したい

方等、ご参加お待ちしています。 

日時：2 月 23 日（火）１９：００～ 

場所：赤間地区コミュニティ・センター 

   コミュニティルーム 

申込：赤間地区コミュニティ ℡：39-7051 

＊応募多数の場合は、調整させていただきます 

 

締切り 

2 月 14 日 

○街並みや景観の維持・保全に関するもの 
・ 昔の建物をなるべく壊さないようにする 
・ 街並みに空き地を作らない 
・ 昔、地域にあったものの復元 
・ まちなみ保存キャンペーンと募金 
・ 空き地・空き家の売買・賃借しやすい施策（紹

介所等） 
・ 条例等による新築の際の規則づくり 
・ 人工的な物は不要。できるだけ自然のままに。 
 

○安全で快適な交通に関するもの 
・ 安全に歩くことができる歩道・通学路の整備 
・ 来訪者のための駐車スペースの整備 
・ 原町まで散策したくなる安全なコースづくり 
・ 赤間宿と原町をつなぐ交通手段 
・ 交通規制、用事のない車の通行禁止 
・ 大型車の通行に関する規制 
 
○魅力を高める取り組みに関するもの 
・ 人が集う場所づくり、散策が楽しめる店舗（カ

フェ・食事処・雑貨店）の誘致 
・ 地域の人が参加する散策会の実施 
・ 町屋を利用した小規模な演芸場（落語、マジッ

ク、ミニコンサートなど）の整備 
・ スタンプラリーなど興味を引くような企画 
・ 赤間の代表的な所をめぐる散策ルートづくり 
・ 懐かしい店（駄菓子屋・かじ屋・果物屋）誘致 
・ 各商店・商店街の活性化 
・ 土日祭のお昼に、法念寺の鐘を鳴らしては 

○情報発信に関するもの 
・ 歴史を伝える資料館の整備 
・ コミュニティだより等での歴史や資源の紹介 
・ 案内サイン、紹介板の整備 
・ 若い人が好むオシャレなパンフレット 
 
○外部との連携に関するもの 

・ 唐津街道の他の宿場町との交流 
・ 福岡教育大学との連携 
・ 行政、鉄道、ＪＡ、郵便局、バス会社等の協力 
 
○人材の育成・こどもたちの教育に関するもの 
・ 赤間区の人が地域をどうしたいか考えること 
・ 地域の連帯感、誇りが持てるようになること 
・ 地域に住む一人一人の意識改革 
・ 住民の協力、合意形成 
・ 外部の新しい血（よそもの）が入ること 

・ 地元の人が、活動を心から楽しむこと 
・ 大道芸まつり等住民が参加・活躍しやすい機会 
・ 個性的な活動（例えば赤間太鼓等）の支援 
・ できる人ができる事からやっていく意識 
・ 学校の文化祭で劇として発表し、こどもに自分

たちの町に興味を持たせる 
・ 小・中学校の生徒が、赤間宿や唐津街道の歴史

を学ぶ時間を作る 
 
○その他 

・ 街道筋だけでなく広めのエリアで取り組む 
・ 廃屋、荒地、災害、犯罪のないまちづくり 
・ まちづくりの方向性（マスタープラン）が必要 
・ このままでいいのではないか 
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九州風景街道に登録されている９ルート 



唐津街道赤間宿のアンケート調査結果（速報） 

 

＜アンケート調査の概要＞ 

 

 

 

 

 

 

１．属性（居住地域・年代） 

 居住地域については、赤間区

（自治会）が最も多く、272 人（全

体の約 17％）となっています。次

いで、広陵台の 250人（約 15％）、

葉山の 193人（約 12％）となって

います。 

 また、年代については、60 代が

最も多く、約 24％を占めていま

す。次いで、50 代の約 19％、70

代以上の約 16％、40 代の約 15％

となっています。一方、20代以下

は非常に少なく、約２％となって

います。 
 

２．赤間宿の認知度 

 赤間宿の認知度については、「知って

いる」が最も多く、約 63％を占めていま

す。また、「よく知っている」と「知っ

ている」を合わせた割合は、約 81％とな

っています。 

 なお、赤間区の同割合は約 84％と、全

体に比べ若干高くなっています。 
 

       【全 体】            【赤間区】 

 

３．赤間宿を知った手段 

 赤間宿を知った手段については、「市

広報紙」が 699人と、他を大きく引き離

して最も多くなっています。次いで「歴

史資料」の 270 人、「パンフレット」の

169 人と続いています。 

 その他には、「この町で生まれ育ったか

ら」「親から聞いた」「お年寄りから聞い

た」などの意見がありました。 
 

 

有効回答 1694（複数回答あり）
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ホームページで知った

かわら版で知った

パンフレットで知った

歴史資料で知った

市広報紙で知った

 

４．赤間宿の効果的な広報手段 

 赤間宿を知ってもらう効果的な広報

手段については、「パンフレット・広報

紙」が最も多く 638 人となっています。 

 その他には、「JR の駅での広報」「地域

の歴史拠点に案内サインを設置」「テレ

ビや新聞」「こどもに聞かせる」などの

意見がありました。 
 有効回答 869（複数回答あり）
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ホームページ

への掲載

パンフレット、

広報紙等への掲載

 
５．地域資源の認知度 

 知っている資源については、「勝屋酒

造」が 1378人（全体の約 84％の認知度）

と最も多くなっています。 

 また、「赤間宿まつり」の 1292 人（約

79％）、「出光佐三の生家」の 1027人（約

63％）、「現在残っている古民家」の 851

人（約 52％）、「夢灯籠まつり」の 830

人（約 51％）までは、半数以上が知っ

ている資源となっています。 

 一方で、「石松林平・伴六碑」「釣川改

修の一番碑」「五卿西遷記念碑」は、認

知度が低くなっています。 

 

６．地域資源を知った手段 

 地域資源を知った手段については、

「市広報紙」が 779 人と最も多く、次い

で、「パンフレット」「歴史資料」と続い

ています。 

 その他には、「生まれ育ったから」「日々

の生活の中で」が特に多く、「回覧板」「（勝

屋酒造の蔵出しなど）祭りを通じて」な

どの意見もありました。 
 

 

有効回答 1984（複数回答あり）
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ホームページで知った
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７．今後、必要な取り組み 

 赤間宿のまちなみや文化を残すため

に、今後、必要な取り組みとしては、「街

道を安全に散策できる仕組みづくり」が

806 人（全体の約 49％）と最も多く、次

いで「赤間区住民の協力や合意形成」「ま

ちなみ保存のためのルールづくり」とな

っています。 

 また、その他として、新たな視点の意

見や面白いアイデアを多くいただきま

した。（９．にて紹介します） 有効回答 3635（複数回答あり）
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歴史的家屋などの改修

各種まつりの活性化

まちなみ保存のため

のルールづくり

赤間区住民の協力や

合意形成

街道を安全に散策でき

るような仕組みづくり

  

有効回答 1634
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有効回答 9046（複数回答あり）
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石松林平・伴六碑

釣川改修の一番碑

五卿西遷記念碑

江戸時代を偲ぶまち通り

神社仏閣

祇園祭

節婦お政の碑

辻井戸跡

赤間えびす座

夢灯籠まつり

現在残っている古民家

出光佐三の生家

赤間宿まつり

勝屋酒造

みなさま方のアンケート調査への 

ご協力ありがとうございました。

〇調査の目的 

 唐津街道の赤間宿から原町の区間が、平成19年11月、

国土交通省の進める「日本風景街道」に登録されたこと

を受けて、赤間宿の今後のまちづくりに関する活動や取

り組みを検討するため、地区住民のみなさんの意識や意

向を把握するものです。 

○調査の方法 

 11 月中旬、赤間地区の全世帯（約 4,200

世帯）を対象に、市広報紙の配布にあわせ

て配布しました。 

○有効回答数 

 1,634 票 


